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植物は環境ストレスを認識し、適切な反応を行うことにより、生命活動を維持している。植物は環境ストレスを認識し、適切な反応を行うことにより、生命活動を維持している。植物は環境ストレスを認識し、適切な反応を行うことにより、生命活動を維持している。植物は環境ストレスを認識し、適切な反応を行うことにより、生命活動を維持している。
環境ストレスは、虫害や病原菌感染などの生物的ストレスと、塩や低温などの非生物環境ストレスは、虫害や病原菌感染などの生物的ストレスと、塩や低温などの非生物環境ストレスは、虫害や病原菌感染などの生物的ストレスと、塩や低温などの非生物環境ストレスは、虫害や病原菌感染などの生物的ストレスと、塩や低温などの非生物
的ストレスに大別される。近年、これら環境ストレスの情報伝達における、的ストレスに大別される。近年、これら環境ストレスの情報伝達における、的ストレスに大別される。近年、これら環境ストレスの情報伝達における、的ストレスに大別される。近年、これら環境ストレスの情報伝達における、MAPMAPMAPMAPキナーキナーキナーキナー
ゼ経路の役割が明らかにされつつある。ゼ経路の役割が明らかにされつつある。ゼ経路の役割が明らかにされつつある。ゼ経路の役割が明らかにされつつある。MAPMAPMAPMAPキナーゼ経路は、キナーゼ経路は、キナーゼ経路は、キナーゼ経路は、3333種類のプロテインキ種類のプロテインキ種類のプロテインキ種類のプロテインキ
ナーゼがリン酸化を介して連鎖的に活性化することで、様々な受容体からの情報を、ナーゼがリン酸化を介して連鎖的に活性化することで、様々な受容体からの情報を、ナーゼがリン酸化を介して連鎖的に活性化することで、様々な受容体からの情報を、ナーゼがリン酸化を介して連鎖的に活性化することで、様々な受容体からの情報を、
核や細胞質へ伝達するモジュールである。本セミナーでは、演者がこれまで携わって核や細胞質へ伝達するモジュールである。本セミナーでは、演者がこれまで携わって核や細胞質へ伝達するモジュールである。本セミナーでは、演者がこれまで携わって核や細胞質へ伝達するモジュールである。本セミナーでは、演者がこれまで携わって
きた、環境ストレス情報伝達におけるシロイヌナズナきた、環境ストレス情報伝達におけるシロイヌナズナきた、環境ストレス情報伝達におけるシロイヌナズナきた、環境ストレス情報伝達におけるシロイヌナズナMAPMAPMAPMAPキナーゼ経路の解析を中心キナーゼ経路の解析を中心キナーゼ経路の解析を中心キナーゼ経路の解析を中心
に概説する。に概説する。に概説する。に概説する。
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